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1は じ め に
行列簿記についての論をすすめるまえに,ま ず会計職能を明確にしてお く
ことにしよう。
AICPAの 用語委員会は,「会計 とは財務的性格一少な くとも部分的に
は一を もつ取引および事象を意味のある方法で貨幣により記録 。分類 ・集計
(1)
し,かつその結果を解釈する技術である。」 と定義する。 中村教授はこの定
義をより明確にし,「会計 とは一経済主体に関する 経済的データを貨幣額を
もって一定方式により記録 ・計算 し,そ の結果を報告する手続である。」 と
定義 し,それをさらに具体的にす るために一経済主体を企業,経 済的データ
を取引,そ して一定方式を複式簿記と言い換えて,「企業会計 とは企業の取
引を複購 記に画 記録 ・計算し その結果を報告する手続であ諭 との
べ てい る。
グ レイデイは上 記のAICPAの 定義 に改善 を くわ え,つ ぎの ように定義
くの
している。r会計とは実体の管理 と運営のために,ま た受託責任その他の責
(1)Grady,P・,乃nventorツofGenerallyAccePte4AccountingPripaciPlesforBusiness
Enterprise(NewYork,A,LC・P・A.1965)P・2収 録,
(2)中 村 忠 著 「新 版 現 代 会 計 学 」(白 桃 書 房,昭 和45年)PP.3-4.
(3)Grady,・p・cit・p・4久野 光 朗 稿 「会 計 職 能 の 再 検 討 」(会 計 第1(舛巻 第4号)p,10.
26商 学 討 究 第24巻 第4号
任(fiduciaryandotherresponsibilities)の遂 行 上 提 供 す べ き報 告 書 の た
め に 要 請 さ れ る,す くな く と も一 部 分,財 務 的 性 格 を も っ た 諸 取 引 お よ び 諸
事 象 に つ い て の 信 頼 で き る有 意 義 な 情 報 の 組 織 的 な 把 握(originating),承
認(authenticating),記録(recording),分類(classifying).処理(proc-●
essing),集約(summarizing),分析(analyzing),解明(inerpreting),提
供(supplying)に関 す る知 識 な らび に 諸 職 能 の 体 系 で あ る」。
ま たAAAの ア ソバ ッ トは,周 知 の よ うに 情 報 論 の 立 場 か ら,「会 計 とは
情 報 の 利 用 者 が 判 断 や 意 思 決 定 を 行 な う に あ た っ て,情 報 に精 通 した うえ で
そ れ が で き る よ う に,経 済 的 情 報 を 識 別 し,測 定 し,伝 達 す る プ ロ セ ス で あ.
くの
る。」 と定義す る。 リ トル トソは,「会計 の最高 目的は資料 を手段 として企業
ゆ
の理解を容易にす ることである。」 と定義す る。
以上のことか らも明 らかな ように,会 計 とは意思決定者に有用な情報を提
供す るプロセスであ り,またかかる情報を作 り出すための記録 ・計算 ・集計
のシステムもその要求に合致 したもので なければ な らないということで あ
る。 しか し現在の財務諸表お よび会計処理システムはこのような要求をみた
すためにはきわめて不十分であ り,それを克服 しようとして工夫きれた もの
の一つが行列簿記である。
皿 簿記の数学的基礎
行列簿記 とは数学上の行列形式を簿記に応用 した ものであると定義するこ
とができるが,こ の定義にはきわめて重要な意味が含まれている。なぜかと
い うと簿記 と数学 との間には密接な関係があることを暗示 しているか らであ
る。そ こでここでは,ま ず簿記 と数学 とは どの ような形で結びつ くかを検討
してみることにしよう。
簿記に関す る最初の著書は,1949年イタ リアの数学者ル カ ・パツ ィオ リに
(4)A・A・A・,AStatementofBasicAccountingTheory(Evanst卿・A・A・A1966)
p・1飯 野 利 夫 訳 「基 礎 的 会 計 理 論 」(国 元 書 房,昭 和44年)p.2参 照.
(5)Littleton,A・C・,StructureofAccounting(Menasha・GeorgeBantaPublishing
・Co .1953)p.77.
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よりその著書SummadeArithmetica,Geometria,ProportionietProp-
ortionalitaとい う数学 の一節 「DeComPutisetScriPturis」と して公表 さ
れたが,そ の ことは簿記 と数学 との間 に密接 な関係があ ることを暗示 してい
る。す なわち,簿 記 の計算対象 であ る取引は方程式 の形式 に より表示 され る
こと,ま た企業 におけ る財産 と資本 との間 に存在す る関係 も同 じ く1つ の方
程式で表示 され ることを意味す る。方程式 に よる簿記 の説明,す なわ ち 「簿
(6)
記の数学的基礎」を もっとも明瞭に,か つ精細に説明 した著者はシエアーで
くわ
あろ う。
企業 に帰属する有形無形の財産はすべて企業主の所有物を構成す るが,そ
れ らは経済的側面 と法律的側面 より観察することができる。まず経済的側面
か ら観察すれば,所 有物は具体的,交 換価値的な諸経済的財貨 として,す な
わち財産構成部分として存在 し,それ らの合計は全財産 とな り,またその全
財産を簿記学上の用語であ らわせば積極財産 となる。 したがってこれを示せ
ばつぎのような式 になる。
所有物・.al+a2+a。+………="A
つ ぎに同一の所有物を法律的側面,す なわちその源泉に したがって観察す
れば,簿 記学上の用語で峰営資本または単なる資本 とよばれ る。資本の概念
には財産にたいす る抽象的な処分権が包含され る。 したがってこの場合にお
いてもつぎのような式で示 される。
所有物=資 本=-K
このように して財産 と資本 との間にはつぎのような方程式が成立す る。
A==K
この財産 と資本 との対立関係を表示する上記の方程式は,1個 の自明なる
方程式をなす もあと解するのみな らず,そ れが含蓄する深遠なる意味を了解
(6)複式簿記に 関す る数学的理 論 は,ス イ スの会計学者 ゴンベ ルグに したが えば ロシア
のポポ フ,イ タ リアの ロ ッシーお よび マゼ ッチ等に よ り提 唱 され二(いたが,か れ らの
理論 は きわ めて単純 なもので あ るがため に精 密な シエ アーの数学的二 勘定説にた いす
る前 ぶれ以上 の意味 を もって いない.(黒 沢 清著 「簿記原理 」森 山書店,昭 和24年
pp,101-2).
(7)Schar,J.F.,BuchhaltungundBilan8,5Auflage(Berlin,1922).
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す ることは,簿 記を理解するために根本的に必要である。すなわち,こ の方
程式は1企 業の全所有物が経済的カテゴリーと法律的カテゴリーにしたがっ
て労類 されているところの諸構成部分の交換価値 とそれか ら結果 として生ず
く　ラ
る抽象的概念すなわち企業主の資本 とを対立せ しめたものである。
さて,こ れまでは財産 といえば積極財産すなわち資産のみをあ らわ してい
たのであるが,実 際の企業においては負債すなわち消極財産を有 していない
ものは存在 しない。 したがって負債をいれたときには財産 と資本との間の方
(9)
程式はつ ぎの よ うにな る。
A_P=一 ・K
ところで企業の設立それ 自体をは じめ,企 業の財産および資本の価値 に変
化をひきおこすあ らゆる事象は,簿 記学上では取引 とよばれ る。取引はこれ
を交換取引,損 益取引および混合取引に分類することができるが,こ こでは
交換取引のみを取 り上げ,そ れが方程式では どのように示されるかを例示を
もって明 らかに しよう。
交換取引とは積極財産相互間,消 極財産相互間 または積極財産 と消極財産
との間の取引であ り,具体的な例をあげるとつぎのようなものがある。
(1)ある種の積極財産が増加 し,それにたい して同一価額の他の積極財産が
・減少 した場合,例 えば現金にて商品を仕入れた とき
(A十a.一一a.)一一P==K
(2)積極財産 と消極財産 とがともに減少 した場合,例 えば買掛金を現金で支
払った とき ト
(A--Pn)一(jP-P,,)=K
(3)積極財産 と消極財産とがともに増加 した場合,例 えば商品を掛にて仕入
れた とき
(A十am)一(P+αの掌K
(4)ある種の消極財産が減少 し,それにたい して同一価値の他の消極財産が
(8)a.a・o。s.13-4.
(9)a・a・o,,s.14-6.
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増加 した場合,例 えば買掛金を約束手形で支払ったとき
A-(P十1!'。、-zbm)=K
交換取引は財産側 における財産構成部分の内部 における変化であるか ら,
資本の価値にはまった く影響を及ぼさないのである。 しか し損益取引および
混合取引はそ うではない。なぜかとい うと損益取引は財産構成部分の価値の
変化をもた らす とともに,資 本の価値にも変化をもた らすか らであ り,また
混合取引は交換取引と損益取引を併合 した一種の取引であるか ら一方では交
換取引として財産構成部分の内部において相互間の交換を生 じ,同時に他方
では損益取引として財産お よび資本の両面にわた り価値の変化をひきおこす
(10》
か らである。
このように,方 程式A-P-Kを もとに して企業の経営活動の進行 にと
もない発生するすべての取引を方程式の形式 において記録 し,加減計算 して
い く。そのようにしてい くと決算においてはAはA'と な り,.PはP'とな
りまたKはK'と なるであろう。すなわちA'-P'・K'となるであろ う。 こ
の方程式の左側,す なわち財産側は種 々な具体的な積極財産構成部分と消極
財産構成部分をあ らわ し,右側すなわち資本側はALPに より計算される
代数和 としての純財産つまりその時点の資本Kの 大ききをあ らわ している,
以上のように,企 業の経営活動で発生するすべての取引は方程式のうちに
記録 ・計算 してい くことができる。 しか しなが ら尊のような記録 ・計算方法
は,あ まりにも複雑かつ理解 しにくいがために,実 際的ではないのである。
すなわち経営上の多数の財産構成部分の種類を区別 し,また多数の費用収益
の種類を区別 して記録することはできない し,さ らに各項 目についてのその
増減を別々に記録 ・計算することもできないのである。 この 目的のためにも
く　
っとも適 した手段は勘定である。
つぎに問題になるのは方程式をいかにして勘定形式に変更するかとい うこ
とである。勘定は借方と貸方 とか らなる計算形式であるが,そ の任務は価値
⑩a.a.o.,s.17-20.
(il)a.a.o.,s.20-L
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計算的記述である。 しか し計算的側面か らみた場合,経 営活動か ら生ず る資
本循環運動の出発点はある勘定の貸方であ り,そ の終点は他の勘定の借方で
ある。 したが ってある勘定の借方 と他の勘定の貸方 との間においては,方 程
式 と同 じ関係が成立 しなければな らない。さらに借方と貸方とは方程式の両
辺のように相互に対立 した形をとるか ら,あ らゆる取引はある勘定の借方 と
他の勘定の貸方とに記録されることになる。
このように,方 程式 と勘定 とは根本的に同 じ性質の ものであるか ら,方程
式を勘定に変更することができる。方程式を勘定形式に変更する場合,方 程
式の左側は財産構成部分をあ らわ し,右側は資本をあ らわ しているか ら,勘
定形式においても財産勘定系統のものと資本勘定系統の ものとに区別するこ
とが必要である。
,方程式を勘定形式に変更す るにあたって注意すべ き点は,方 程式において
ノ
はマイナスの符号があるが勘定形式にはそれがないとい うことである。 した
がって勘定においては直接 に減算の方法をとらず,そ のかわ りに借方または
貸方の一方を減算的性質を有するものとみなすのである。すなわち,取 引を
勘定に記録するためには,ま ず方程式A-P==KをA・-P+Kに変更 し,資
産Aは 借方を,負 債Pは 貸方を,ま た資本Kは 貸方をプラスとし,そ の
(12)
逆をマイナスとみな して取引を記録するのである。
さて方程式A-・P-Kのなかに記録された取引は勘定形式では どのように
記録されるかを明 らかにするために,さ きにあげた交換取引の例示によって
(13)
示す とつ ぎの よ うにな る。
⑫a.a.o。s.21-6・
⑯a.a・o.s.30.
方 程 式 形 式
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(1)(A+・・-a・)-P-K{
(・)(A-P・)一(P-P・)-K{
(・)(A+・の 一(P+・m)-K{
(・)A-(P+Pm--P・n)・K{
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この勘定形式では財産 および 資本の変化を記録 ・計算 することはできる
が,し か し財産構成部分の種類を区別 して各々の取引を記録 ・計算すること
はできない。そこでこのような欠点を除去するためには,第2表 のように財
産勘定という総合勘定を分割 して個 々の勘定を設定 し,それにもとづき各取
(14)
引を記録 ・計算 していけば よいのである。
第2表
A資 本計算
資 本 勘定
C補助的計算
残 高 勘定
借か1貸方+嚥 鵬 勘定
l
l7,500
37,500
15,000
18,000
42,。。142,㎜
16繭応
一_}
取 引
(i)企業
設立
1現 金
2商 品
3債 権
4債 務
5資 本
(D経営
B財 産 計 算
現鎌 淀 商品勘定 得意先勘定
借方櫃 方一勧 績 方一借方順 方一
7,500
37,500
15,000
仕入先勘定
借方櫃 か
18,0∞
(注 シエアーの取引例による複式簿記理論の展開を示した図を一部修正してある.)
これ までは,シ エア ・ーの 著書 『簿 記 お よび貸 借 対 照表 』の第1部 「簿記学
、
(i4》a・a・o,,s.44-5,
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すなわち簿記の数学的基礎」のだいたいの要約であるが,上 野教授もまた取
引と方程式の関係についてシエアーと同 じ見解をとり,つ ぎの ようにめべて
(15)
いる。 「簿記の対象たる 『取引』が方程式の形式を以て表示 し得ること,及
び簿記の一対の基本的対象を成す所の一企業に於ける 『財産』 とr資 本』 と
の間に存在す る関係が同 じく一つの方程式の形に依って表示 し得 ることは,
即ち簿記が其の組織の全体を通 じ,方程式の形式に依って表示 し得る所の構
成部分 より成立っことを意味す る。従って方程式の形式に依る説明方法は,
簿記を説明する方法としても適切 にして且つ論理的なものであると言い得る
であろ う」。
以上のように,シ エアーお よび上野教授は,簿 記の全体構造は1つ の方程
式で形成されているがために,方 程式を基礎 として取引を記録 ・計算 してい
くことが もっとも適切に してかつ論理的であるとし,しか し方程式による記
録 ・計算手続はあまりにも複雑かつ理解 しに くいがために勘定形式をとるに
すぎないと主張す るのである。
このように,簿 記と数学とは密接な関係にあるにもかかわ らず,そ の後の
簿記形態の発展過程においては数学とはまった く無関係な様相をてい してい
たのである。 しか し1960年頃になってふたたび簿記と数学 との関係が意識せ
られ,集 合論や行列論と簿記 との結びつきか らでてきた新 しい簿記,す なわ
ち行列簿記が出現 したのである。この簿記 と数学との結びつきは,た んなる
偶然としてとらえるよりも,む しろ簿記形態の発展過程のなかにそれを可能
にする必然性があった ものと考えたほ うが妥当ではなかろ うか。そ こでつぎ
に簿記 と数学との結びつきうる可能性が,簿 記形態の発展過程のいかなる段
階において見出され うるかを検討 してみることに しよう。
皿 ・勘定簿記 か ら行列簿記へ
複式簿記の成立については論者によってその見解を異にす るが,そ れを資
本勘定の成立た もとめる ものが もっとも妥 当の よケである。 その場合にお
⑮ 上野道輔 著 「簿記 原理 の研 究」(有斐閣,昭 和3年)pp.2-3,
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いて も歴史的 には,つ ぎの ような 段 階を 経過 して 成立 した もの と考え られ
る。
(1)はじめに 「勘 定」(ラチ ヲ)と い う方法が現 われた こと
(2)つぎに 「借方お よび貸方」 の方法が現われ た こと
(16)
③ そ のつ ぎに 「資本勘定」が成立 した こと
複式 簿記 には帳簿や 記帳 の方法の相違 に よ り種 々な簿記形態が あるが,例
えば シエ,アー は 年 代 別排 列(diechronologischenordnun9)の記録 であ る
仕訳帳 と組織的排列(diesystematischenordnung)の記録で ある元帳 との
　　わ
関係にもとついて簿記形態をつ ぎの3つ に分類す る。
(1)元帳における組織的排列か ら仕訳帳における年代的排列の完全な分離…
…イタリア式簿記形態
(2)仕訳帳お よび元帳の完全な結合……アメリカ式簿記形態
(3)固有仕訳帳の特殊仕訳帳への分割…… ドイツお よびフランス式簿記形態
イタ リア式 簿記の帳簿組織は仕訳帳と元帳か らなっている二帳簿制 であ
り,それに改良が加え られて三帳簿制と一帳簿制 とがあ らわれ る。三帳簿制
は ドイツ人が工夫 した もので ドイツ式簿記とよばれ,ま た一帳簿制はフラン
ス人が工夫 した ものであるが フランスの植民 したアメリカの一部の地方に普
(18)
及 したので,ア メリカ式簿記 とよばれている。三帳簿制は現金仕訳帳,振 替
仕訳帳および元帳か らなってお り,その後振替仕訳帳は普通仕訳帳,仕 入帳
お よび売上帳な どに分割 され,ま た元帳 も得意先元帳と仕入先元帳に分割 さ
れるというように,そ れは多帳簿制へと進化 してい く。それにたい して一帳
簿制は,仕 訳帳 と元帳とが合体された形式をとるので,す べての取引は一枚
の仕訳元帳に一覧式に記入され ることか ら,転記の必要がまった くな くなっ
て しまう。そ こでこの簿記は しば しば非転記簿記 とよばれる。 ここで注意 し
ておきたいことは,こ の一一帳簿制か ら行列簿記が生成 してい くことであり,
以下においてこの点を検討す ることに しよう。
⑯ 黒 沢 清著 「企 業 経 営 と複 式 簿 記 原理 」(同 文 館,昭 和42年)p.39.
仁のSch瓢r=Prion,BuchhaJtungMlz4Bilan8,s.101.
⑱ 黒 沢 清 著 「前 掲 雷 」PP.44-6,
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ア メ リカ式簿記(ま たは一帳簿制)は,ド グ ラソを は じめ とす るフラソス
の五勘定論者 の一派 に よって主張せ られ,普 及 していったのであ るが,そ の
内容 につ いては必ず しも一致 していな く,ラ イシユ ・クライ ビッヒに したが
(19)
えばつ ぎの ようにあ らわす ことがで きる。
第3表 平 均 仕 訳 帳
?
?
?
?
3/1
仕 訳 帳
諸 口 資本金
現金3,800
動産1,200
金額
現
借
?
?
??
?
?
?
?
?
??
?
??
5,000
3,800
動 産
側 貸
1,200
損 益
借1貸
その他
間 貸
5,000
平均仕訳帳(表 式仕訳帳)に は現金,商 品,支 払手形,動 産お よび損益の
(20)
5つの勘定 と特殊な勘定1つ を設けて営業取引を記録す るが,そ のほかにイ
タリア式元帳を平均仕訳帳の補助手段 として使用する。すなわち平均仕訳帳
の各勘定欄の合計を毎月または 定期的に計算 しては イタ リア式元帳に転記
し,決算 日には仕訳帳にて残高を計算 し各勘定の貸借を平均 させ,そ のあと
で各残高を元帳の各 口座および残高勘定に転記す る。 したがって決算は元帳
において行なわれ る。 この簿記法では決算は元帳にて行なわれるが,そ れを
表式仕訳帳にて行な うことができるように改良 したのが新 アメリカ式簿記 と
よばれるものである。
新アメリカ式簿記では五勘定論者の主張する5つ の勘定にかぎらず,必 要
なる多数の勘定欄を設け,例 えば資本勘定,残 高勘定および集合損益勘定な
⑲ 黒沢 清著 「簿記原理」p.298収録.
㈲ 五勘定論者は勘定科目を5つ に限定しているが,そ の理由としてつぎのものが考え
られる.(1)むかしの個別簿記法は多数の勘定を実物分類により個別的に設定するた
め,帳簿を通じて営業ぶ りを観察するのは不便であるから,どうしてもなくてはなら
ない勘定科目に限定したtt(2)仕訳帳と元帳を1つ の帳簿に合体すると勘定に示す欄
を一覧式に表示 しなければならないが,帳 簿の大 きさに限度があるから勘定の数を最
小限度の5つにした.(黒沢 清著 「企業経営と複式簿記」p.51参照),
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どの勘定 口座を増設す る。これ らの勘定が表式仕訳帳に設定されていれば仕
訳帳それ 自体で決算を行な うことができることか ら,イ タ リア式元帳は廃止
く　　
されることになる。
アメリカ式簿記は仕訳帳 と元帳を合体 した表式仕訳帳または表式元帳を作
りだ したが,そ れは従来の勘定簿記の勘定 口座を帳簿の各ペ ージに分散 させ
ることな く一覧表に したにすぎない。 しか しこの簿記は従来の勘定簿記か ら
すれば行列簿記に近づいたとみることができるけれ ども,それをさらに近づ
けたのがボス トン式元帳および多桁式仕訳帳であろう。
ボス トン式元帳はアメリカ式元帳の応用形態であり,ア メリカの銀行業者
く　 ラ
が好んで使用 した簿記であ る。 ボス トン式元帳 を示す とつ ぎの ようになる。
第4表 ボス トン式元帳
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黒沢教授は,ア メリカ式簿記お よびボス トン式元帳を もとに して第5表 の
ような仕訳元帳を工夫されたが,こ の仕訳元帳は行列簿記にもっとも近 い形
の仕訳元帳である。また同教授は,第5表 の仕訳元帳をさ らに改良 し,われ
われが行列簿記 とよんでいる第6表 のような仕訳元帳 も工夫 されたので あ
く　 ラ
る 。
⑳ 「前掲書」PP.296-301.
㈱ 「前掲書」pp.317収録
㈲ 黒沢 清著 「企業経営 と複 式簿記 原理 」pp.50-1,
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第5表 仕 訳 元 帳
(借方) (貸方)
信用
950
350
1,300
手形 商品 現金
500
700
650
500
1
1,20011,150
摘 要 /現金
(商 品)(支 払手形)
(現 金)(商 品)
(商 品)(仕 入先)
∫得意先L_._∠滴.品L
(現 金)(得 意先)
(仕入先)(現 金■35・
商品 手形
650
500
信用
700
950
1s.
i
合 計
　 　 　 　
}35・i・,6・i5・ ・}1,…
1ト11
_一 一 一_==一,」.===一 一;.二=慧 ご 二二 』=
第6表 仕 訳 元 帳
1
現 金1商 品
i
信 用 手 形 合 計
曽
現 金l!ii　 lll(b)65。
」L卍II貼!
(e)500
一
1,150
商 品{/濫 隈川/ (c)70く) (a)500 1,200
}一 十
信 川(f)350:ld)95011
i 且川1 1,3001
手 形i{
r i
ほ ll
ト曽
合 計}35・ い60・ 一 ・200 500 3,650
第6表 の仕訳帳は しば しば将棋盤 形簿記 とよばれ る。 将棋盤形 簿記は,
1917年岡田教授に よっては じめてわが国に紹介されたが,そ の とき同教授は
(24)
つぎのようにのべ ている。 「将棋盤式簿記法は何時の頃何人の 創案せるもの
なるやは今 日の所明 らかではない。然 し,伊太利に於ては極めて古 くより此
㈱ 岡 田誠一稿 「将棋盤式 簿記法」(会計大正6年10月)P.126.
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方法を実際に利用 し来 り,又普通の複式簿記法の補助 として之を用ひ来れる
ものもあ りと謂ふ。この方法を初めて学問的に研究 して其価値を世に紹介 し
たるものは,伊 太利の簿記会計研究家として有名なるジオ ヴアンニ ・ロッシ
ー氏で,氏 の著 『アング ロ ・ノルマン式将棋盤式簿記』は此将棋盤式簿記法
に関する典拠な りと謂ふ。……(中 略)… …此名称の由って来われる所は其
将棋盤式元帳maestrascacchieraと称する,普 通の複式簿記法に於ける総'
勘定に相当すべき帳簿の形式が,突 然西洋将棋の盤の 目の如 くなるにあるべ
しとは,一 見直ちに推察 し得 る所である」。
以上のように,複 式簿記の簿記形態の一つである一帳簿制簿記は仕訳元帳
または将棋盤形元帳 とよばれ,そ れ らは取引の分解記録 と分類記録とい う二
段の手続を合体する工夫か ら生まれた ものである。この点については仕訳元
帳 も将棋盤形元帳 も共通 している。岡田教授は第6表 の図形があたかも西洋
将棋の盤の 目のように見えた ことか らこのような名称がつけ られたことを指
摘 しているが,仕 訳元帳 と将棋盤形元帳 との相違は後者が勘定相互間の有機
的な関連性が認識 されるとい う点にあるように思われる。
ゴソベルグは勘定相互間の関係を認識 し,経済活動の全成果をその相互関
係に したがって2面 的に分類 し,それ らを勘定間の取引関係 として正方形に
表示 しうる簿記方法のみが完全なものであることを主張 し,それを立証す る
く　の
手段 としてつ ぎのような会計行列を工夫 したのである。
この会計行列で興味のある点は,そ れが会計の統計的,制 度的お よび経済
的成果にもとついて作成 されることであ り,ま たそれがために行および列は
個別的な勘定科 目ではな くして全体の領域やセクターを示す ことである。ま
た各欄は白い部分 と斜線の部分 とに分け られているが,そ れは記録 される各
く　の
数値 の二重性 をあ らわすためであ る。.
マテイシ ッチは,ゴ ソベル グの会計行列 とは別に,レ オ ンチ ェフの産 業連
関分析に着 目しそれ と簿記 との結びつ きを発見 した ことにつ いて,つ ぎの よ
㈲Mattessich,R.,Accountin8and!lnaZy彦icalMethods(Illinois,RD.Irwin,
1964)P.90収 録 .
㈱Ibid.,pp.88-9.
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第7表
く　
うにのべている。「しか し数十年の間,ゴ ンベルグの"幾何学的"表現や アメ
リカの展開表はす っか りわすれさられ,会 計行列を より一般的なかたちで定
式化するための新たな動機は産業連関分析か ら与え られた。産業連関分析は
ただ単に産業間の1つ の投入および産出にか ぎらず,貸 方一借方の形を とっ
ているすべての状況に適用することができる」。
マテシ ッチは,産 業連関分析に着 目し,そ こか ら会計行列を作ってい くわ
けであるが,こ こで注意すべきことは産業連関分析の基礎になっている数学
上の手法は行列論であるということである。
翻)Ibid.,pp.90-1.
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W行 列簿記におけ る記録 ・計算方法
マテシッチは,数 学分野の一つである行列論や集合論を簿記会計の分野の
なかへ意識的に取 り入れた先駆者であることはすでにのべた ところである。
そ こで ここでは,マ テシッチが行列論や集合論を どのように簿記会計のなか
に取 り入れていったかを明 らかにす るために,彼 の取 り上げた例示を もとに
(28)
説明す る ことに しよ う。
まず資本,現 金,債 権,損 益および残高 という勘定か らなっているきわめ
て簡単な会計組織をもった金融業を想定 しよう。また取引はつ ぎの6つ であ
ると想定 しよう。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
??
??
?ー
?
?
?
?
?
?
金500
権400
権40
金250
益10
金100
資本金500
現 金400
損 益40
債 権250
現 金10
債 権100
(出資 して会社設立)
(現金の貸付)
(受取利息の請求)
(貸付金の一部回収)
(経費の支払)
(貸付金の一部回収)
これ らの取引は,従 来の勘定簿記 とはことなった形式の勘定に記録される
(29)
ことになる。すなわち行列簿記では行が貸方をあ らわ し,また列は借方をあ
(30)
らわす とした ら,上記の取引は第8表 のように記録される。
㈱Mattessich,R,"TowardsaGeneralandAxiomaticFoundationof
Accountancy_withanIntroduc七iontotheMatrixFormulationof
AccountingSystems"TheAccountingResearch,Vol.8No.4,0ctober1957,
越 村 信 三 郎 監 訳 「行 列 会 計 学 入 門 」(第 三 出 版 ㈱1969年).
¢9貸 方 科 目を 行 に 配 列 し,借 方 科 目を 列 に 配 列す る方 法 は貸 行 借 列 と よば れ,ま た そ
の反 対 は借 行 貸 列 と よば れ る.前 者 を と る人 は マ テ シ ッチ,コ ー コ ラ ン,越 村 信 三 郎
後 者 を とる人 は コ ー ラー,リ チ ャ ーズ,井 尻 雄 二,黒 沢 清 な どが い る.(高 寺 貞 男 著
「簿 記 の一 般 理 論 」 ミネ ル ヴア書 房 昭 和42年p.194参 照).
㈹ この 表 は 論 者 に よって よび か た が 異 な り,例 えば ベ リニ,岡 田誠 一 は 将 棋 盤 式 元 帳,
ゴ ンベ ル グは 同時 記 入 的 正 方 形,コ ー ラー,井 尻 雄 二 は 展 開表,マ テ シ ッチ は取 引行
列(会 計 行 列)ま た は予 算 行 列,黒 沢 清 は仕 訳 元 帳,リ チ ャ ーズ は 投 入 産 出会 計,河
部 守 弘 は 勘 定 連 関表 と よんで い る.
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第8衷
1資幽 現借鋳 借騨 借募,
一}
残 高
借方
資 本 貸方
現 金酬
?????
1(・)4・・1(・)1・1
債権酬 締8
損 益 貸方i
残 高 貸方1
ト
1「 「1(3),ol
i
Aこ の表 か ら,借 方側 の現金勘定には850,債 権勘定には440,損益勘定に
は10が記録 され て借方合計は1,300になる ことがわかる。 また貸方側 の資本
勘 定には500,現金勘 定には410,債 権勘定には350,損益勘 定には40が 記
録 され て貸方合計は1,300になる。
勘 定簿記に おいては 同一の金額 はかな らず2回 記録 され る ことにな ってい
るが,行 列簿記ではそれが一 回だけ しか記 録 され ないのに貸借が一一致す るの
(31)
である。
第8表 は行列の形式であ らわす こともできるが,そ の場合にはそれぞれの
取引の行列(取 引行列)を つ くり,それ らを第9表 のように加算 して新 しい
行列(シ ステム行列)を 作れば よいのである。
第9表
(i獺6i)+(ii欄〉(l 羅)+(i尋iii)
囎1ア(撚 購 難)
BD「 前 掲 書 」pp.29-31.
行列簿記の有用性と限界(1) 41
しか し第9表 はきわめてめん どうな記録方法であるか ら,これを行列代数
く　 ラ
で あ らわ す こ と に し,そ の 場 合 に は つ ぎ の よ う に な る 。
τ、(の+T,(の+T3(')+T4(t)+T5(`)+T6(t)…s(`)
また決 算の ときには 「期末行列」closingmatrixT:(`)をつ くる必要があ
る。 この行列 は残高勘定 の行 と列の数字以外はすべ て零になる よ うな行列で
あ る。 また期末行列TΣ(り とシステム行列Sω とを加 え ると どの列 の 合計
もそれ と同順位の行の合計 とが等 しくな る新 しい行列が できるが,そ れ を示
す と第10表の よ うに なる。 ●
第10衷
磁ii灘:i鞘凡購1鴛i)
つ ぎに期末数値は次期に繰越 され る必要があ るが,そ の場合に前期の期末
行列TΣ(りの列を期首行列T。(t+1)oPeningmatrixの行に,ま たTΣ(り の
く　 ラ
行をT,,(t'1'1)の列に転 置すれば よいのであ る。
これ までは,簡 単な例示 を取 り上げそれを もとに して行列簿記 では各取 引
を どの ように記録 ・計算 してい くかをみ てきた のであ るが,そ れを よ り一般
的な形で あ らわ した と した らどの ようになるであ ろ うか。勘定科 目を一般化
してそれを αであ らわす。 また勘 定科 目は κ個あ るもの と し,そ れをつ ぎの
ように書 くことにす る。
allσ驕1,2,_…x)
つ ぎに この行列 の要素を ゐであ らわ し,各 々の元素の右 下に二重の添字を
つけ る。そ して第1の 添字 はそ の元素の行をあ らわ し,第2の 添字 はその元
素の列をあ らわす。そ うす るとそ の よ うな取引行列 は第11表の ようにあ らわ
され る。例 えば も七 も前例 の取引(1)で資本勘定をa、と し,現 金勘定をadと
した ら,こ の取 引はつ ぎの よ うにな る。
わσ=500
3Z「 前掲 書 」pp.31-3,
B3「 前 掲 書 」PP.33-4.
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第11表
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↓ 列:alか らaxま で の 借 方 勘 定
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また第11表を勘 定 口座 に移 しか えるとつ ぎの よ うに なる。
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以上のように,勘 定簿記の借方を行列の列(行)に また勘定簿記の貸方を
行列の行(列)に 置きかえることに よって勘定簿記は行列簿記に書 きかえる
ことができる。 しか しこの行列簿記は数学の一分野である行列論や集合論を
基礎に していることか ら,それは簿記 と数学 との結びつきをふたたび可能に
し簿記会計の新 しい発展をきりひ らく一里塚 となったのである。*
一未完一(48.12.15)
働 「前 掲書」PP.37-40.
*本 稿 は ,日 本会計研究 学会北海道部 会におけ る報 告要 旨に加筆 した ものであ る.
